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シンポジウム「図書館多読への招待」	 
 
日時 H27年３月１日（日）10:00〜17:00 
場所 豊田高専図書館（愛知県豊田市栄生町２−１） 

基調講演 「英語多読の楽しさ、図書館への期待」酒井邦秀（NPO多言語多読理事長） 
実践報告 知多市立中央、豊田市中央、蒲郡市立、田原市中央、各務原市中央／国際協会 
主催：  NPO多言語多読、豊田高専 

後援：  日本図書館協会、豊田市教育委員会、愛知図書館協会、全国学校図書館協議会 

 

多読とは：	 

今までは，文法と単語を解釈して，英文を日本語に訳して理解していま

したが，多読では絵本をゆっくり楽しみながら，たっぷり読みます。そ

うすると，知らないうちに英語を英語のまま理解し始めます。英語の学

習ではなく，英語による読書になるのです。	 

	 

図書館の役割：	 

ところが多読には大きな欠点が一つあります。大量の絵本や洋書がなけ

ればできないのです。…	 多読用の図書はまだ手に入りにくく，日本全体

には広がっていません。	 

そこで，全国の公立や学校の図書館が大きな役割を果たすことになりま

す。近くの図書館に英語の多読用図書がたっぷりあれば，こどもから高

齢者まで，英語の基本的な知識は必要とせずに英語に親しむことができ

るでしょう。	 

「図書館多読への招待」1)より 

	 

公立図書館が多読図書を導入	 

「快読 100 万語！ペーパーバックへの道」2)の出版に触発され、愛

知県では 2004 年に小牧市立図書館、2005 年に蒲郡市立図書館が、

それぞれ英文多読専用コーナーを設けて、市民向けのサービスを開

始しました。その後、多読用のやさしい英文図書を導入、整備した

図書館は、一宮、豊田、田原、知多、豊川、豊橋、豊明、刈谷、愛

知県等、少なくとも 10 館に達します（愛知県）。また、各務原、多

治見（岐阜県）、富士宮、浜松（静岡県）へと広がってきています。	 

しかしながら、英語多読に対する市民の認知度は低く、いかに利用

度を高めるかは、多くの導入館の課題となっています。本日のシン

ポジウムでは、各館の工夫、取り組み等の情報を交換しましょう。	 

英語多読者向け図書館・書店マップ 8)	 
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豊田高専の多読授業	 

グローバル技術者に必要される英語への苦手意識克服のため、2002 年に酒井の授業を見学した吉岡

が、電気・電子システム工学科（E 科）の授業として導入、2004 年には 6 年継続プログラムへ、2008

年には全学展開しました。近年では、7 年継続プログラムを持つ E 科高学年の TOEIC 得点が、英語専

攻の大学生に匹敵する等の効果を上げています（下図）。	 

 

 
 
平均 

100万語 

以上の 

多読 

 

学生の TOEIC得点（多読前：2003年度） （7年継続多読授業の効果：2013年度） 

E科：豊田高専電気•電子システム工学科 
	 

高専図書館の地域貢献	 

多読用図書 3 万 2 千冊を地域に開放し、年間 1 万冊以上の館外貸出し実績があります。また、多読学

習支援サイト tadoku	 navi10)を運営すると同時に、多読体験会、多読クラブ月例会、公開授業等の各

種イベントで 11)、地域の社会人の多読を支援しています。	 

	 

従来の英語資料の利用度が低かった理由	 

英文和訳に頼った伝統的な英語講読法では、数ページで疲れてしまいます。この方法では、大衆小説

や児童小説でも、数百頁の資料を２週間の貸出期間で読みきり、楽しむことが難しいため、利用度が

低かったのでしょう。酒井の提唱する「多読三原則」に従い、やさしい絵本から読みすすめると和訳

を卒業でき、初めて英文のまま読めるようになりますが、英語学習歴の長い社会人でも、和訳を卒業

するためには、のべ 100 万語程度のやさしい英文図書（数百冊）を読む必要があります。この期間、

和訳なしで読めるやさしい英文を読み続けることは容易でなく、ついつい背伸びして手応えのある英

文を選んでしまい、和訳に戻ってしまうケースが珍しくありません。その意味では（周囲に指導者や、

やさしい英文を読んでいる仲間がいれば別ですが）、孤立した利用者がやさしい英文の多読を続ける

ことは容易でなく、支援が必要です。	 

また、多読の効果は短期間では表面化しないため、１〜２年で成果を求められる学校教育では導入し

難い面もあります。社会人の生涯教育と、これを支える図書館の組み合わせの方が、有効かもしれま

せん。東京オリンピック開催を契機に、外国語学習の機運が高まっているこの時期に、将来につなが

る社会インフラとして整備できれば、日本社会の英語コンプレックスを克服できる可能性もあるので

はと考えます。（以上、西澤）	 
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パネルディスカッションの主題（他館への質問）  

 

１）	 多読用図書導入のねらい  

 

 

２）	 多読用図書の所蔵数（最終的な目標）  

人口規模により変わると思うが  

 

 

３）	 図書導入時に苦労したこと  

 

 

４）	 多読用図書の選び方  

 

 

５）	 多読コーナーの広報の仕方（図書館だより、HP 等）  

コーナー開設時の広報（多読は市民に知られていないので）  

 

 

６）	 多読サークル等、利用者間交流（主催者、活動内容、発足の経緯）  

 

 

７）	 地域の学校との連携例  

 

 

８）	 利用拡大のために工夫していること  

 

 

９）	 合本にまつわる失敗談（合本をしたことがある館へ）  

 

 

シンポジウム参加図書館リスト（あいうえお順、2/26 までに受付した館）  
公立図書館（19）：	 一関市、恵那市、おおぶ文化交流の社、岡山県立、各務原市、蒲郡市、	 

岐阜市、静岡市北部、多治見市、田原市、知多市、豊田市、名古屋市志段味、名古屋市鶴舞、	 

浜松市中央、浜松市はまゆう、富士市、松坂市、三重県立	 
	 

教育機関付属図書館（15）：	 愛知県立芸術大学、大阪産業大学、大阪府柏原市立堅下南小学校、

島根県立大学、東京高専、東京都立府中東高校、常滑高校、常葉大学、鳥羽商船高専、富山県立

志貴野高校、豊田高専、名古屋市立富田高校、名古屋大学、文京区立音羽中学校、名城大学	 
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参考図書  

１）「図書館多読への招待」酒井邦秀＆西澤一、日本図書館協会 

２）「快読１００万語！ペーパーバックへの道」酒井邦秀、ちくま学芸文庫 

３）「めざせ 1000万語！英語多読完全ブックガイド」古川昭夫＆神田みなみ他、コスモピア 

４）「英語多読・多聴指導マニュアル」高瀬敦子、大修館書店 

５）「多聴多読マガジン」コスモピア（隔月刊） 

 

ホームページ	 

６）NPO多言語多読 HP (http://tadoku.org/)  

７）SSS英語多読研究会 HP 

（http://www.seg.co.jp/sss/） 

８）英語多読者向け図書館・書店マップ（右図） 

 （http://gemini.so.land.to/tadoku/rmap.html） 

９）コスモピア・多読用図書が読める地域別図書館リスト 

 （http://www.cosmopier.com/library/） 

10）tadoku	 navi	 豊田高専（多読学習支援） 

 (http://orchard.ee.toyota-ct.ac.jp/tadokunavi/) 

11) 豊田高専 HP (http://www.toyota-ct.ac.jp/)	 公開講座の案内／多読セミナー予定 

 

「英語で多読」HP	 (http://www.ee.toyota-ct.ac.jp/er_english.php)	 掲載の実践報告リスト	 

12)「理系クラスでの多読授業」	 吉岡・西澤、英語教育2004年2月号掲載	 

13)「苦手意識を自信に変える、英語多読授業の効果」：西澤・吉岡・伊藤、2006年	 高専教育教員研究集会	 

14)「英語多読を通じた図書館の授業支援と地域貢献」：西澤・吉岡・伊藤、2007年	 高専教育教員研究集会	 

15)「英語多読における多読語数と英語運用能力向上効果との関係」：伊藤・長岡、2008年	 高専教育教員研究集会	 

16)「学校を越えて英語多読学習を支援するWeb読書記録手帳と自動図書推薦システムの開発」：吉岡・深田、2008年	 	 

17)「豊田高専における英語多読授業の成果と課題」：西澤・吉岡・伊藤・深田・長	 岡、2008年日本多読学会WS	 

18) H20教育GP選定プログラムの「多読・多聴による英語教育の全学展開」紹介	 (PDF)	 

19) H21年3月7,8日：多読・多聴授業研究会@豊田高専	 (PDF)	 

20) H21年8月21-23日：教育GP多読中間報告会	 &多読学会@豊田高専	 

21) H20教育GPプログラム「多読・多聴による英語教育の全学展開」	 （最終報告書、全64ページ）	 

22) 科研費「多読・多聴による自律的英語学習指導法の研究」成果報告書	 (1)	 (2)	 

23) 「工学系学生の苦手意識を克服し自律学習へ導く英語多読授業」工学教育	 58-3	 pp.12-17	 

24)「豊田高専英語教育の特長、英語体験としての交換留学と多読授業」日本高専学会誌	 15-2	 pp.9-14	 

25)「英語多読が効果を上げるしくみと多読授業の成否要因に関する一考察」工学教育	 59-4	 pp.66-71	 	 

26)「国際交流活動と英語多読による工学系学生の英語運用能力改善」工学教育	 61-1	 pp.147-152	 	 

	 


